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地下鉄東西線「東山駅」①番出国から徒歩約5分
京都市バス「岡崎公園美術館・平安神宮前」下車

徒歩約3分
「東山仁王門」下車徒歩約5分

東隣に有料駐車場(約20台 )がございます。
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田

保

親
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Ｐ
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口
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半

勅
使
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生

欣

哉

大
臣
小
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努

興
昇
宝

生

尚

哉

輿
昇
宝

生

朝

哉

間
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宿

ノ
女
Ｌ
人

＾
如

Ｌ小

　

　

一
人

（
狂

言

）

車
川
　

献
胴

　

　

太
郎
冠
者
茂

山

七

五

．

（
一
時
頃

）

（能
）

―

味

方

　

圏
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「
権
喜
右
衛
門
　

従
僧
佐

々
木
　
う
　
人
披
山

本

´
＾
二
‐
　
・＝
＝
　
　
　
　
良
忍
上
人
姉鋪
〓
上

仙
“
パ
ゃ
　
　
小
鼓
由
［
昴側

〓
．
　

‐
，
　

　

　

従
僧
喜

多

雅

人

間

　

　

所
の
者
茂

山

逸

平

歌 班

（〓
時
前
）

舟
臥
井
上
裕
之
真

鵜

間

附

祝

言

（終
了
予
定
　
四
時
過
）

能

―

休
憩
　
十
分

―

―

‐
休
憩
十
五
分

―

‐

（仕
舞
）

女

ク
セ

上
回
キ
リ

（能
）

旅
僧
岡
　
　
　
充

　

は
］
両
．̈．Ｍ
裕

一
一榔

所
の
者
井

口

竜

也
小 大
鼓 鼓

清 谷

水 日

暗正

祐壽

田川

保 光

美長

河

村

博

重

浦

部

幸

裕
■
人
茂

山

宗

彦

鼓寿

堂弥

大 谷 寺 宮

江 _,澤 川

泰芝拓卓
正 助 海 也

河 杉 越 片

村 浦 賀 山

人
鼓
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笛
森

簡
森

田

保

美

（後
見
）

（後
見
）井

口

竜

也

（地
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）

太
鼓
井

上

敬

介

笛
杉
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朗
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・
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ユ
貝

立
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」ヽ
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行
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治
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河
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江
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方

　

玄
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謡
）

橋
本
振
三
郎

井

上

嘉

介

（後
見
）

（地
謡
）

片

山

峻

佑

吉

浪

壽

晃

浦

田

保

浩

河
村
浩
太
郎

樹

下

千

誓

河

村

和

貴

橋

本

忠

樹

松

野

浩

行

伸

吾

隆

之

豊

彦

晴

久

松

井

美

樹

田
茂
井
廣
道

橋

本

光

史

吉

田

篤

史

【
お
知
ら
せ
】

今
後
の
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
当
日
券
販
売
の
有
無
や
催
し
物
の
内
容
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「字
幕
解
説
サ
ー
ビ
ス
」
専
用
端
末
は
千
円

（税
込
）
に
て
貸
出
い
た
し
ま
す
．^

解
　
説

部
　
郭
蜀
の
国
の
青
年
度
生
は
人
生

の
悩
み
を
解
決
し
よ
う
と
、
楚
の

国
の
羊
飛
山
に
住
む
高
僧
の
教
え

を
受
け
る
た
め
に
旅
に
出
る
。
途

中
、
椰
耶
の
里
で
宿
を
と
つ
た
慮

生
は
、
宿
の
女
主
人
か
ら
奇
特
な

部
部
の
枕
の
こ
と
を
聞
き
、
栗
の

飯
が
炊
け
る
ま
で
の
間
、
そ
の
枕

で

一
眠
り
す
る
。
―

‐眠
り
に
つ

く
や
い
な
や
勅
使
が
や

っ
て
来

て
、
慮
生
に
楚
の
国
の
王
位
が
譲

ら
れ
た
と
告
げ
る
。
思
い
も
よ
ら

な
い
知
ら
せ
に
驚
く
虚
生
を
乗

せ
、
輿
は
官
殿
に
着
く
。
雲
龍
閣

や
阿
房
般
の
す
ば
ら
し
さ
、
金
銀

の
砂
を
敷
き
つ
め
た
壮
大
な
庭
の

美
し
さ
、
出
入
す
る
人
々
の
装
い

の
見
事
さ
。
栄
華
の
日
々
を
送
る

こ
と
五
十
年
。
廷
臣
が
度
生
に
千

年
の
寿
命
を
保

つ
霊
酒
を
奉
げ

る
。
童
の
外
を
見
つ
つ
自
ら
も
喜

び
の
舞
を
丼
う
―

六

ッ
と
日
覚

め
る
と
そ
こ
は
、
も
と
の
部
部
の

宿
。
女
主
人
が
栗
の
飯
が
出
来
た

こ
と
を
知
ら
せ
る
。
茫
然
と
起
き

あ
が
っ
た
虚
生
は
、
栄
華
に
満
ち

た
日
々
も
所
詮
は
栞
を
炊
く
間
の

一
睡
の
夢
と
悟
り
、
人
生
の
悩
み

も
消
え
、
晴
れ
や
か
に
故
郷
へ
帰

っ
て
行
く
。

三
　
山
京
都
洛
北
大
原
の
良
忍
上
人

は
融
通
念
仏
を
国
土
に
ひ
ろ
め
て

い
た
が
、
こ
の
た
び
は
大
和
の
回

に
赴
い
て
耳
成
山
の
ふ
も
と
ま
で

や
っ
て
来
て
、
所
の
者
か
ら
、
こ

の
耳
成
山
と
香
久
山
、
畝
傍
山
を

三
山
と
呼
ぶ
こ
と
を
聞
く
。
そ
こ

へ
里
の
女
が
現
れ
、
香
久
山
に
住

む
膳
の
公
成
と
い
う
男
が
、
畝
傍

山
の
桜
子
と
い
う
女
と
耳
成
山
の

桂
子
と
い
う
女
と
に
通

っ
た
た

め
、
二
人
の
女
が
争
っ
た
が
、
男

の
心
が
畝
傍
山
の
色
好
み
の
桜
子

に
傾
い
た
た
め
、
耳
成
山
の
優
し

い
桂
子
は
池
水
に
身
を
投
げ
て
果

て
た
こ
と
を
物
語
る
。
そ
し
て
女

は
池
水
の
底
に
消
え
る
。
〈中
入
〉

夜
も
す
が
ら
、
池
の
ほ
Ｌ
り

で
上
人
が
回
向
を
し
て
い
る
と
、

畝
傍
山
の
女
桜
子
の
亡
霊
が
狂
お

し
く
現
れ
、
「
因
果
の
花
に
つ
き

崇
る
嵐
を
取
り
退
け
て
下
さ
い
」

と
、
懺
悔
の
様
を
示
す
。
続
い
て

出
て
来
た
桂
子
の
亡
霊
が
桜
子
を

嫉
妬
し
て
後
妻
打
ち
を
す
る
が
、

「因
果
の
報
い
は
こ
れ
ま
で
」
と
、

そ
の
恨
み
も
晴
れ
、
ほ
の
ぼ
の
明

け
る
飛
鳥
の
川
に
、
夢
流
れ
て
こ

の
物
語
は
終
る
。

鶴
旅
の
僧
が
都
に
上
ろ
う
と
摂
津

国
芦
屋
の
里
に
着
く
。
所

の
者
に

宿
を
頼
ん
で
断
ら
れ
、
夜
な
夜
な

光
る
も
の
が
出
る
と

い
う
州
崎

の

堂
に
泊
る
。
す
る
と
、
不
思
議
な

怪
し
い
姿
の
舟
人
が
や
っ
て
来
て
、

自
分
の
心
の
間
を
弔

っ
て
ほ
し

い

と
頼
む
。
ど
の
よ
う
に
見
て
も
人

間
と
は
思
え
な

い
の
で
、
僧
が
名

を
間
う
と
、
源
頼
政
に
退
治
さ
れ

た
暢

の
亡
魂

で
あ
る
と
名

の
り
、

請
わ
れ
る
ま
ま
に
、
頼
政
の
矢
先

に
か
か
つ
た
有
様
を
物
語
り
、
ま
た
、

う

つ
ほ
舟
に
乗
り
、
恐
ろ
し
い
鳴

声
を
残
し
て
、
亡
鬼
は
消
え
て
ゆ
く
。

↑

ふ

僧
が
回
向
を
し
て
い
る
と
、
鶴

の
霊
が
真

の
姿
を
現
し
、
頼
政
に

退
治
さ
れ
た
子
細
を
、
仕
方
話
に

再
現
す
る
。
あ
る
場
面
で
は
頼
政

に
な
り
、
剣
を
賜
り
、
和
歌
を
朗

詠
し
、
ま
た
、
鶴
に
な
り
、
射
殺
さ

れ
、う
つ
ほ
舟
に
押
し
こ
め
ら
れ
て
、

淀
川
に
流
さ
れ
た
有
様
を
語
り
、

昔
の
ご
と
く
海
月
と
と
も
に
消
え

て
ゆ
く
ｃ

非
体
制
の
敗
者
の
哀
感
を
揚
の

運
命
に
こ
と
借
り
て
描
い
た
も
の
。

シ
テ
は
妖
怪
な
が
ら
、
人
の
心
を

持

っ
た
、
世
阿
弥
の
い
う

「形
鬼

心
人
」
の
砕
動

の
鬼
で
、
世
阿
弥

が
修
羅
物

の
作
能
逝
歴

の
の
ち
、

鬼
に
却
来
し
て
書

い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

一
．
．

‐

お
客
様

へ
お
願

い

◆
都
合
に
よ
り
出
演
者
に
変
更
が
あ
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
許
可
な
き
写
真
撮
影

・
録
音

・
録
画
は
お
断
り

い
た
し
ま
す
。

◆
上
演
中
は
、
携
帯
電
話
な
ど
音
や
光
を
発
す
る

機
器
の
電
源
は
お
切
り
く
だ
さ
い
。

◆
見
所
（客
席
）
で
の
ご
飲
食
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
束
隣
に
有
料
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
す
。
満
車
の

際
は
岡
崎
公
国
市
営
地
下
駐
車
場
等
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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】
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三
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林
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右
衛
門

金
の
星
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写
真
場
撮
影
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２８
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